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会  議  録  

会 議 の 名 称 第１３回栃木市・岩舟町合併協議会  

開 催 日 時
平成２５年１１月２５日（月） 

１０時００分開会・１０時４８分閉会 

開 催 場 所 栃木市国府公民館 大交流室  

議 長 氏 名 鈴木 俊美  

出 席 者 及 び

欠 席 者 氏 名
別紙１のとおり  

事 務 局 氏 名 別紙１のとおり  

会
議
事
項 

１ 議 題  

 

別紙２「会議事項」のとおり  

 

 

２ 会議結果  

・審議事項  

議案第１８号 原案のとおり確認  

 

会議の経過  

（議事の要旨）  
 

会
議
資
料 

第１３回栃木市・岩舟町合併協議会 次第・座席表・委員名簿  

第１３回栃木市・岩舟町合併協議会 会議資料  

第１３回栃木市・岩舟町合併協議会 会議資料別紙１  

その他の事項   

会  議  録  の  確  定  

確 定 年 月 日  記 名 押 印  

平成２５年  月  日  

 

 

委員               ㊞ 

 

 

委員              ㊞ 
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別紙１ 出席者及び事務局  

出席者（委員）  

会 長  鈴木 俊美        副会長  市村 隆  

委 員  山本 元久        委 員  山崎 仁一  

委 員  高岩 義祐        委 員  氏家 晃  

委 員  渡邊 仁一        委 員  富田 清  

委 員  大川 秀子        委 員  梅澤 米満  

委 員  栃木 孝         委 員  茂呂 健市  

委 員  赤堀 明弘        委 員  和久井 紀明  

委 員  岩下 邦夫          委 員  臼井 浪之助  

委 員  大橋 重                   委 員  大島 常子  

委 員  小倉 久緒                 委 員  佐山 耕基  

委 員  大島 治                   委 員  恩田 孝子  

委 員  安藤 宣好  

 

出席者（規約第１０条第４項に基づく関係職員等）  

中村 祐司（宇都宮大学国際学部大学院国際学研究科教授）  

 

出席者（監査委員）  

池田 務  

 

 欠席者（委員）  

  柴田 保男  

 

欠席者（規約第１０条第４項に基づく関係職員等）  

小川 昌樹（栃木県総合政策部次長兼市町村課長）  

 

 



３ 

 

欠席者（監査委員）  

板倉 安秀  

 

 出席者（幹事）  

  幹 事  赤羽根 正夫（栃木市総合政策部長）  

 幹 事  和久井 弘之（栃木市総務部長）  

幹 事  川 島 章男（岩舟町企画課長）  

幹 事  五十畑 恵造（岩舟町総務課長）  

  

出席者（事務局）  

天海 俊充（事務局長）  

山野井広実（総務チームリーダー）  

糸井 孝王（事務調整チームリーダー）  

原   雄一郎（事務調整班）  

上岡 誠志（総務班）  
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別紙２ 会議事項  

 

１ 開 会 

 

 

２ 会長あいさつ  

 

 

３ 議 事   

（１）報告事項  

 報告第１７号 合併協定項目の具体的な調整結果について  

 報告第１８号 合併協定項目以外の主な調整結果について  

 報告第１９号 例規整備の進捗状況について  

  

（２）審議事項 

 議案第１８号 平成２５年度栃木市・岩舟町合併協議会補正予算（第２号）につ

いて 

  

４ 第１４回栃木市・岩舟町合併協議会の開催日時について 

   日 時  平成２６年１月２２日（月）午後２時から 

   会 場  栃木市保健福祉センター 

 

５ そ の 他 

（１）合併手続きの経過について  

（２）住民周知用地域自治区に関する資料について  

 

６ 閉 会 
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別紙３  

（会議の経過）  

発 言 者  議 題・発言内容・決定事項  

 

天海事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

天海事務局長 

 

 

 

鈴木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天海事務局長 

 

 

 

 

 

 

１．開会 

定刻となりましたので、ただいまから第１３回栃木市・岩舟町

合併協議会を開会いたします。私は、司会進行を務めさせていた

だきます、合併協議会事務局の天海です。よろしくお願いいたし

ます。 

 本日の会議は、お手元の会議次第に沿って進めさせていただき

ますので、ご協力を賜りますよう、お願いいたします。 

 

２．会長挨拶 

それでは、次第 ２「会長あいさつ」に入ります。 

会長であります、鈴木栃木市長からごあいさつを申し上げま

す。 

 

 皆様、おはようございます。久しぶりの合併協議会でございま

すが、委員の皆様には元気なお顔をわけていただきまして大変う

れしく思います。今年もまた年の瀬を迎えつつありまして、間も

なく今年も終わるのだなと、そんな時期でございますが、この時

期に今回久しぶりの合併協議会でございます。協議をいただく項

目もお蔭様でどんどん減ってきておりまして、今日もそんなに多

くはないかと思いますが、いずれも残された課題への対応でござ

いますので、よろしくご審議をいただきたいというふうに思いま

す。傍聴の方よりもだんだん関係者の方がほとんどになりまし

て、一般の市民の方、そんなわけでありまして、今日はお越しい

ただいて心から感謝をいたします。どうか最後までお見守りのほ

うをよろしくお願いしたいと思います。 

それでは、これからの審議、よろしくどうぞお願いいたします。

 

 ありがとうございました。 

次に、次第の３「議事」に入りますが、事務局から議事に先立

ちまして、会議運営等に関しましてご報告させていただきます。

委員等の出欠でございますが、オブザーバーの県総合政策部次

長兼市町村課長の小川様は公務により欠席、また栃木市の柴田委

員におかれましては、所要により欠席とのご連絡をいただいてお

ります。 
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糸井ＴＬ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがいまして、本日の出席委員は２１名で、定足数に達して

おりますことをご報告いたします。 

 次に、本日の会議録署名委員でございますが、本日の署名委員

は、栃木市の 梅澤委員と 岩舟町の 佐山委員にお願いいたし

ます。 

 最後に、委員の皆様にお願いがございます。 

 会議の中でご発言いただく際には、職員がマイクをお持ちいた

しますので、最初に市町名とお名前をおっしゃっていただいてか

ら、ご発言願いたいと思います。 

 どうぞ、よろしくお願いをいたします。 

それでは、会議の議長につきましては、規約によりまして、会

長があたることとされておりますので、鈴木会長、よろしくお願

いいたします。 

 

３．議 事 

（１）報告事項 

報告第１７号 合併協定項目の具体的な調整結果について 

 はい。それでは、お聞きのとおりでございますので、進行役を

務めさせていただきます。 

 早速議事に入らせていただきます。 

 （１）報告事項 であります。報告第１７号 合併協定項目の

具体的な調整結果についてであります。事務局から説明を願いま

す。 

 

はい。事務調整班の糸井と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

 合併協定項目（Ａランク）の調整結果についてご説明申し上げ

ます。会議資料の１ページをお開きください。 

合併協定項目の調整結果につきましては、調整方針が、「合併

時に再編する協定項目」、「協議会に上程後、協議等により調整

内容が変更となった協定項目」、または「協定項目の具体的な調

整結果の内容」につきまして報告するものでございます。 

 それでは、３ページをご覧ください。 

「合併協定項目１４ 一部事務組合等の取扱いについて」のう

ち、岩舟町が加入しています 佐野地区広域消防組合について で

ございます。 

こちらは、前回の合併協議会において、調整方針の「合併の前
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日をもって解散するよう調整する」という部分につきましては、

関係団体との協議により「解散日は、平成２６年３月３１日とす

る」となったことを報告させていただいておりますが、その後、

財産の処分について調整がまとまりましたので ご報告するもの

であります。 

調整の方針は「組合の財産の処分等については、合併時までに

調整する」とするものでございましたが、「組合の財産の処分に

ついては、東分署（車両、備品等を含む）を岩舟町が引き継ぐこ

ととし、これまでの岩舟町と佐野市の分担金の負担割合により、

財産を処分するものとする」といたしました。 

 次に、「合併協定項目２１ 介護保険事業の取扱いについて」

のうち、介護予防や高齢者に関します地域の総合的な相談の拠点

として設置している、地域包括支援センターについて でござい

ます。 

地域包括支援センターにつきましては、運営方式において、栃

木市の直営に対しまして、岩舟町ではＮＰＯ法人への委託により

事業を行っているため、調整の方針は「合併時は現行のとおりと

し、合併後２年以内に再編する」とするものでございましたが、

岩舟町において、受託業者のＮＰＯ法人から、 平成２６年７月

末で法人を解散したい旨の申し出があった事を受けまして、「合

併時に栃木市の例により統合する」といたしました。 

 これに伴いまして、岩舟地域包括支援センターの事務所の位置

も、現在の遊楽々館（岩舟町健康福祉センター）から合併時には

岩舟総合支所へ移る予定となっております。 

 以上で、説明を終わります。 

 

 はい。以上が事務局からの説明でございます。報告事項という

ことではございますが、何か今の説明の中でご不明な点がありま

したらお願いをしたいと思います。 

 よろしいでしょうか？ 

 

――― 質疑・応答等なし ――― 

 

 はい。それでは、報告第１７号につきましては、以上のような

事務局の説明を以て、ご了解をいただくというでようございまし

たら、これは報告事項ですのでご異議ございませんでしょうか？
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――― 「異議なし」との声あり ――― 

 

 ありがとうございます。では、報告第１７号はこのようにさせ

ていただきます。 

 では続きまして、報告第１８号 合併協定項目以外の主な調整

結果について であります。事務局からお願いいたします。 

 

報告第１８号 合併協定項目以外の主な調整結果について 

はい。合併協定項目以外（Ｂ・Ｃランク）の調整結果について

ご報告申し上げます。 

 会議資料の６ページをご覧ください。 

Ｃランク「地下水及び土壌汚染防止に関すること」でございま

す。地下水水質調査につきましては、概況調査と継続監視調査に

分けて市全域で実施する、といたしました。 

調査の内容としましては、概況調査につきましては、年１回、

市内約２３か所において、健康項目でありますカドミウム等２８

項目について調査を行うものであります。また、継続監視調査に

つきましては、概況調査で基準値を超えた箇所及びその周辺等に

おいて、年１回以上、基準値を超えた項目について調査を行うも

のであります。 

 次に、７ページ、８ページをご覧ください。こちらは、岩舟町

における施設等の現在の名称と合併後の名称の一覧となってお

ります。 

 ７ページの１段目、「岩舟町役場」につきましては、「栃木市

役所 岩舟総合支所」、２段目の「岩舟町 子育て支援センター」

につきましては、「栃木市 地域子育て支援センターいわふね」

となります。 

また、８段目から１２段目までの小、中学校の名称につきまし

ては、「岩舟町立」が「栃木市立」と変わるだけの変更であり、

学校名そのものの変更はございません。 

 次に８ページをご覧ください。 

 中ほどの公民館関係の名称につきましては、「岩舟町 中央公

民館」が「栃木市 岩舟公民館」、現在建設中であります「（仮

称）岩舟町 地域活動支援センター」が「栃木市 静和地区公民館」、

「小野寺研修所」が「栃木市 小野寺地区公民館」と それぞれ変

更になります。 
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また、下から２段目、栃木地区広域事務組合のごみ処理施設で

あります「とちぎクリーンプラザ」につきましては、名称は変わ

らずそのままとなっております。 

最後の段の「佐野地区広域消防組合 佐野消防署東分署」につ

きましては、「栃木市消防署 岩舟分署」となります。 

そのほか、合併後にはご覧の名称となりますので、後程ご確認

をいただければと思います。 

 以上で、説明を終わります。 

 

 はい。以上が事務局からの説明でございます。 

 それでは、ただいまの説明に対しまして、何かご不明な点等ご

ざいましたらお願いをいたします。 

 よろしいでしょうか？ 

 

――― 質疑・応答等なし ――― 

 

 はい。では、報告第１８号につきましては、ただいま事務局か

ら説明があったようなことでご承認をいただくということでご

異議ございませんでしょうか？ 

 

――― 「意義なし」との声あり ――― 

 

 はい。ありがとうございます。ではそのようにさせていただき

ます。 

 では次に、報告第１９号 例規整備の進捗状況について であ

ります。事務局から説明を願います。 

 

報告第１９号 例規整備の進捗状況について 

事務調整班の原と申します。よろしくお願いします。 

それでは、会議資料の９ページをご覧ください。 

報告第１９号 合併に伴う例規整備の進捗状況について、別紙

のとおり報告するものでございます。 

資料１０ページをご覧ください。 

例規整備の方針でございます。 

今回の合併につきましては、岩舟町の区域を廃し、その区域を

栃木市に編入する編入合併でありますので、編入される岩舟町は

合併と同時に法人格が消滅し、条例・規則等の例規は、すべて失
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効いたします。 

そこで、事務事業の調整結果に基づき、編入前の岩舟町で効力

を有しておりました条例・規則等の内容を、編入する栃木市の条

例・規則等に反映させる必要があります。そのことから、栃木市

の例規の整備作業を行うものであります。 

また今回の合併に伴い、広域行政事務組合は解散となり、ごみ

処理施設の設置及び管理運営に関する事務が栃木市の事務とな

りますので、こちらも関係例規の整備作業を行うこととなりま

す。 

なお、合併に伴う条例の制定・一部改正等につきましては、栃

木市議会１２月及び３月定例会に上程するものであります。 

続きまして、整備する例規数の状況でございます。 

中段の表をご覧ください。こちらは１１月１日現在の状況を例

規の種別ごとに集計したものでございます。 

栃木市と岩舟町の合併に伴いまして新制定・一部改正等が必要

な条例・規則等が４０１本ございます。内訳といたしましては、

新制定が３１本、一部改正が３６７本、全部改正が３本でござい

ます。 

新制定につきましては、下段の新制定内訳表をご覧ください。

こちらは新制定の条例・規則等を岩舟町関連と広域行政関連に分

けて集計したものでございます。 

まず、岩舟町関連でございますが、岩舟町の「農業振興関連」

の施設や「小野寺ふれあい館」の設置に関する条例等でございま

す。 

次に広域行政関連では、「とちぎクリーンプラザ」の設置に関

しての「栃木市廃棄物処理施設条例」を含む２本の条例と、それ

らの条例に対する施行規則の２本の計４本でございます。 

一部改正につきましては、岩舟町でなされた手続き等の行為は

栃木市でも効力を有することとするなど、岩舟町の例規から、栃

木市の例規に移行する際に生じる 不利益や不都合などを極力減

らすための経過措置を 加えるものが主な改正内容でございま

す。 

以上が、例規整備の進捗状況についての報告でございます。 

 

 はい。以上が説明でございます。皆様から何かありましたらお

願いをいたします。 

 よろしいでしょうか？ 
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――― 質疑・応答等なし ――― 

 

 はい。それでは、無いようでございますので、お諮りをさせて

いただきますが、報告第１９号につきましては、事務局の説明の

とおりとすることでご異議ございませんでしょうか？ 

 

――― 「異議なし」との声あり ――― 

 

 はい。ありがとうございます。 

 それでは、報告第１９号につきましては、このとおりとさせて

いただきます。 

 

（２）審議事項 

議案第１８号 平成２５年度栃木市・岩舟町合併協議会補正予算

（第２号）について 

 では、（２）の審議事項に入らせていただきます。 

 議案第１８号 平成２５年度栃木市・岩舟町合併協議会補正予

算（第２号）について であります。事務局から説明を願います。

 

はい。それでは、説明をさせていただきます。 

総務班の 山野井 でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

会議資料の１１ページをご覧下さい。 

 「議案第１８号 平成２５年度栃木市・岩舟町合併協議会補正

予算(第２号)について 別紙のとおり提案する。」というもので

ございます。 

 それでは、１２ページをご覧下さい。 

平成２５年度栃木市・岩舟町合併協議会歳入歳出補正予算第２

号案でございます。 

今回の補正予算でございますが、来年４月に合併を控え、合併

前に両市町の皆様はもとより県内外の多くの皆様に、両市町が合

併することを広く周知するため、新聞紙上に合併に関する広告記

事を掲載いたしたく補正予算を計上するものでございます 

 具体的な補正額及び補正後の金額でございますが、歳出のう

ち、２款事業費１項１目事業推進費について、予算額１７，８５

９千円から補正額１００万円を増額し、合計１８，８５９千円へ
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と補正するものでございます。この１００万円の増額でございま

すが、新たな節として１２節役務費を設け、役務費のうち広告料

として増額するものでございます。 

また、３款１項１目１節予備費につきまして、予算額１７９万

４千円から補正額１００万円を減額し、合計７９万４千円へと補

正し、歳出合計を補正前と同額の２，２３７万円とするものでご

ざいます。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

 はい。以上が、議案第１８号の説明でございます。ただいまの

説明に対しまして、皆様からのご質疑をお受けしたいと思いま

す。何かございましたらお願いをいたします。 

 

――― 質疑・応答等なし ――― 

 

 よろしいでしょうか？ 

 

――― 「はい。」という者の声あり ――― 

 

 はい。後でその中身についての説明があると思います。 

 では、この議案につきましては審議を打ち切らせていただきま

して、お諮りをさせていただきます。 

 議案第１８号 平成２５年度栃木市・岩舟町合併協議会補正予

算（第２号）につきまして、原案のとおりご承認をいただけます

時は、皆様の拍手でお願いをいたします。 

 

――― 出席委員より拍手あり ――― 

 

 ありがとうございます。全員一致でのご承認をいただきました

ので、議案第１８号につきましては、このようにさせていただき

ます。タイトルの（案）をお取りいただきたいと思います。 

 

４．第１４回栃木市・岩舟町合併協議会の開催日時について 

 では、続きまして ４．第１４回栃木市・岩舟町合併協議会の

開催日時について であります。事務局から説明を願います。 
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それでは、次回第１４回合併協議会の開催日時について、お知

らせをいたします。 

来年１月２２日 水曜日 午後２時から行います。 

会場は 栃木市保健福祉センター でございます。 

なお、次回の合併協議会が、最後の開催となる予定でございま

す。内容につきましては、平成２５年度合併協議会の決算事項、

また、合併協議会の廃止について等を予定しております。 

委員の皆様には、よろしくお願いいたします。以上でございま

す。 

 

５．その他 

 では、続きまして その他 に入ります。 

 事務局のほうから２つほどあるようですが、まず（１）合併手

続きの経過について であります。事務局からの説明を願いま

す。 

 

（１）合併手続きの経過について 

それでは、合併手続きの経過について、お知らせいたします。

前回の合併協議会にて、総務大臣告示につきましては、あくま

で予定の段階でご報告させていただきましたが、正式に告示され

ましたので、改めて文書にて皆様方にご報告するものでありま

す。 

１３ページをご覧いただきたいと思います。 

今年 ２月１４日の合併協定調印式の後に行われました、合併

に関する手続きの経過をまとめたものでございます。 

まず、 ２月２５日に栃木市及び岩舟町の両議会にて廃置分合

などの合併関連議案を可決いたしました。なお、合併関連議案に

つきましては、下段に記載しておりますとおり、廃置分合、財産

処分、農業委員会の委員の任期、また、地域自治区及び区長の設

置に関する協議の４議案でございます。 

次に、３月２７日には鈴木市長・市村町長により、栃木県知事

への廃置分合申請書の提出が行われました。これを受けまして、

県は、６月議会に議案を上程し、６月１８日に栃木県議会におい

て、廃置分合議案が可決されております。 

翌１９日には県知事が廃置分合を決定いたしまして、総務大臣

への届出が行われました。 

８月２３日に合併の事務手続きとしては最後の行為となりま
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す総務大臣告示が行われました。なお、次のページ、１４ページ

は、総務大臣告示を掲載いたしました官報の写しがございます。

四角に囲われた部分となってございます。 

少し読ませていただきます。 

総務省告示第 321 号 

「地方自治法第 7 条１項の規定に基づき、下都賀郡岩舟町を廃

し、その区域を栃木市に編入する旨、栃木県知事から届け出があ

ったので、同条第７項の規定に基づき、告示する。右の処分は、

平成 26 年 4 月 5 日からその効力を生ずるものとする。」というも

のでございます。 

以上のように、合併協定調印式後は、栃木県及び栃木県議会の

皆様に格別な協力を賜りましたことによりまして、当初の見込み

よりも早い時期に合併手続きが完了したものであります。 

 以上が、合併手続きの経過についてのお知らせとなります。 

 

 はい。以上（１）についての説明でございましたが、これにつ

いて何かございましたら、お願いをいたします。 

 大丈夫でしょうか？ 

 

――― 質疑・応答等なし ――― 

 

 はい。では次の その他（２）に移ります。 

 住民周知用地域自治区に関する資料についてであります。説明

を願います。 

 

（２）住民周知用地域自治区に関する資料について 

 はい。それでは、住民周知用地域自治区に関する資料のご説明

をさせていただきます。Ａ３二つ折りになっております、新しい

「栃木市」の「地域自治区」とは？という資料をご覧ください。

地域自治区に関しましては、調整方針でご確認いただきました

とおり、合併と同時に岩舟町の区域に地域自治区を新たに設けま

して、地域のまちづくりを進めていくことになります。 

 この地域自治区が十分に、その機能を発揮するためには、地域

住民の皆さんのご理解、ご協力が不可欠となりますので、合併前

の２月を目途に、こちらの資料を岩舟町の全戸に配布いたしまし

て、地域自治区へのご理解を深めていただこうというものであり

ます。 
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 資料は４ページ構成となります。内容を簡単にご説明いたしま

すと、 

１ページには、地域自治区を設置する理由、期間、場所、方法な

どを記載しております。なお、設置の期間につきましては、既に

設置されております他の４地域と合わせることになりましたの

で、平成２６年４月５日から平成２７年３月３１日までの約１年

間となっております。 

 ２ページ、３ページをご覧下さい。 地域自治区の役割と機能

といたしまして、①地域住民の代表で組織されます地域協議会、

②総合支所の機能も併せ持つ地域自治区事務所、③市長が選任い

たします区長について、その役割と機能の詳細を記載しておりま

す。 右下には、地域自治区のイメージ図を掲載しておりますが、

地域自治区は、本庁と地域の調整役となります区長の助言などを

得ながら、地域協議会、地域自治区事務所が相互に連携して地域

のまちづくりを進めていくことになります。 

 なお、地域協議会は、市が地域の重要な政策決定を行う場合、

諮問・答申を行う機能も有しておりまして、地域のまちづくりの

要ともいうべき組織となります。 

 次に４ページをご覧下さい。 

 ４ページは、皆様方が疑問に思うような事柄を、ＱアンドＡ方

式で記載しております。 

 資料の説明は以上となりますが、先ほど申し上げたとおり、合

併をした４町に既に設置されている地域自治区は、平成２６年度

が現在の地域自治区の制度としては最終年度になります。岩舟町

におきましても、なるべく早く地域協議会を設置し、区長ととも

にまちづくりを担っていただきたいという思いから、合併と同時

に地域協議会の委員を公募いたしまして、６月には、地域協議会

や区長など地域自治区の体制を整える予定でございます。 

 岩舟町の委員の皆様におかれましては、様々な形でご支援、ご

協力をいただくことになろうかと思いますが、引き続きよろしく

お願いいたします。 

以上が、地域自治区の資料の説明でございます。 

 

 はい。それでは、今の説明に加えまして栃木市長という立場で

少しご報告をさせていただきます。 

 この地域自治区につきましては、現栃木市独特の制度でありま

すが、このうち栃木地域には地域自治区は設置されておりませ
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ん。これは、合併協議において旧栃木市のほうで旧栃木市におい

ては地域自治区の設置は必要ないとなったことから設置がなさ

れていないわけですが、現在では事実上地域自治区に変わると言

いますか、同じような組織として、栃木地域まちづくり検討委員

会というのを設置し、栃木市内の自治会などを越えた横断的な組

織としてつくられておりまして、ここの組織が他の地域自治区と

同様の活動をしております。したがって、事実上は栃木市におい

ても地域自治制度が存在をしているということになります。た

だ、それを含む地域自治区の設置期間が５年間ということになっ

ておりまして、その最終年度が２７年３月までとなっていること

から、岩舟町においての地域自治区の設置につきましても、約１

年間でその期間を迎えてしまうということになります。 

では、その期限が切れた後はどうするのかということについて

はですね、お手元の別紙１の資料の４ページに、地域自治区の設

置期間後はどうなるの？という質問に対する答えの中で述べて

おりますとおり、現在は地域自治区に続く新たな地域自治制度を

検討しているところでございます。その検討する委員会の中に

は、岩舟町の代表者の方も既に入っていただいて、一緒に検討を

していただいて、ほぼその骨格はできあがったということでござ

います。今後は、その素案に基づいて、パブリックコメント等を

実施していく予定になっておりますので、地域自治区期間経過後

も、更にある面では、今の地域自治区の中で問題がないわけでは

ありませんので、そういうものも踏まえつつ、新たな地域自治制

度の中に引き継ぎ、引き続き地域自治を継承していく制度を作っ

ていく予定になっております。 

以上、補足をさせていただきます。 

 では、それを含めまして、皆様のほうから何かご意見、ご質問

がございましたらお願いをいたします。 

 

――― 質疑・応答等なし ――― 

 

 よろしいでしょうか？ 

 はい。では、詳しくはこの資料を読んでからということにして

いただきたいと思います。 

 では、その他（１）、（２）、終わったわけですが、事務局から

は以上でよろしいですか？ 
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 最後にですね、別にお配りしました資料につきまして、若干説

明をさせていただきます。 

 

それでは、よろしくお願いいたします。  

本日お配りいたしました「Ａ３を二つ折りにしましたチラシ」

と、もう一つ、ティッシュを机のほうに置かせていただきました

ので、そちらをご覧いただきたいと思います。それでは、若干、

説明させていただきたいと思います。  

 この二つでございますが、７月に開催された第１２回合併協議

会におきまして合併啓発用品を製作する旨の報告をいたしまし

たとおり、先日啓発用品が完成しましたのでご覧いただくもので

ございます。  

 初めにチラシでございますが、両市町の合併に関しましては、

大人の皆様には「合併協議会だより」をはじめ新聞報道などを通

じまして随時周知を図ってまいりました。  

今回のチラシの作成にあたりましては、小学生・中学生など将

来を担う子供たちが合併について学び、新しい栃木市を理解して

もらうことが郷土愛を育て新市の一体感の醸成につながると考

え、ご覧のような啓発チラシを作成いたしました。  

 内容につきましては、低学年の児童にも理解できるようできる

だけ易しい言葉使いを心がけるとともに、一部の漢字にはフリガ

ナを振り対応いたしました。  

 表紙の部分では、来年４月５日に合併することの周知や新しい

栃木市の人口、面積、学校数といったように、新しい栃木市の概

要を一部ではありますが紹介するものといたしました。  

次にチラシを開いていただきますと、左半分では合併後の住所

がどう変わるか、学校名はどうなるのかなどといったことをクイ

ズ形式で表現し、子供たちの身近な疑問に回答するという形式で

合併を説明するものといたしました。  

また、右半分では、栃木市の成り立ちということで、１市３町

の合併から今回の合併に至るまでの経過や栃木市の人口、面積な

どが栃木県内でどのような状況であるか、また、平成の大合併に

よる市町村数の変化などについても説明いたしました。  

最後に裏表紙でございますが、ここでは、栃木市と岩舟町の観

光資源・地域資源を示したイラストマップを掲載するとともに、

両市町の特色を文章と写真で紹介するものといたしました。  

さらにチラシの所々には各地域にまつわるクイズを掲載し、楽
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しく各地域のことが学べるように工夫をいたしました。  

次にポケットティッシュでございますが、両市町の代表的な風

景写真を掲載するとともに、４月５日の合併を「新しい栃木市ス

タート」と標記し、新たな栃木市が始まることを表現いたしまし

た。  

なお、チラシにつきましては、１月頃に両市町の各小中学校を

通じまして子供たちへ配布する予定でございます。また、ポケッ

トティッシュにつきましては、１２月頃から両市町の各公共施設

にて配布を予定しております。  

そのほか合併啓発といたしまして、すでにご覧になった方もい

らっしゃると思いますが、１０月初旬から栃木市役所本庁、各総

合支所並びに岩舟町役場など主な公共施設には、懸垂幕又は、横

断幕、のぼり旗を設置しておりますので、これら啓発用品が合併

啓発や合併気運の高揚にとって一助となることを期待しており

ます。  

以上でございます。  

 

 はい。今、ご覧をいただいておりますものでありますが、なか

なかおもしろいなぁと、私は思いました。読んで結構楽しいと思

います。 

余計な話かもしれませんが、開いていただいて「新しい市の名

前や住所はどうなるの？」というところがありますが、これは旧

合併の時も少し話題になりましたが、岩舟町の方の住所表記は、

合併後は「下都賀郡」という４文字のうち、ここが「栃木市」と

変わりますので１文字減ります。それから、現在は「大字静」と

正式には言いますが、「大字」が抜けますので、合計３文字が文

章を書く時に減るということになります。また、合併するのだか

ら、もっと一緒にして、例えば岩舟町とか残さずにというご意見

も、もちろんありましたし、今もあると思います。ただ、これに

つきましては、最初の合併時の協議では、やはり一時にそういう

ことをするよりは、一つの町であったものが一緒になっていくの

であるから、とりあえずは、その旧町名は残してほしいというご

意見が強かったこともあり、このような現在の住所となっている

のであります。したがって、合併後いつの日かはともかく、今後

の課題としては、旧町名を除いていくということが課題になるこ

とがあるかもしれません。しかし、当面はこのような住所でいき

たいということでございますので、ご理解をいただければと思い
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ます。 

 それから、次のページの栃木市の形の変遷みたいなものがあっ

て、これもなかなかおもしろいと言うと不謹慎かもしれません

が、このように変わっていくのだなと。もちろん形をよくするた

めに合併をしているわけではありませんが、結果的にこのように

岩舟町さんと合併ができますと、空いているところが埋まり、合

併後の栃木市の形はよくなるのかなというふうに思います。これ

は岩舟町の皆様におかれましても、こういう形の中の１つになっ

ていくということで、ぜひご理解をいただき、全体としての栃木

市は形がよくなるということでご理解いただけたらよろしいな

というふうに思います。 

 以上、余計なことでしたが、少し感じたことを申し上げさせて

いただきました。 

 皆様のほうから何か印象等ありましたらお願いをいたします。

 

――― 発言等なし ――― 

 

 よろしいでしょうか？ 

 それでは今度は皆様のほうから何かございましたら、何なりと

お伝えをいただきたいと思いますが、何かございますでしょう

か？ 

 はい、どうぞ大川委員。今マイクを。 

 

 栃木の大川でございます。 

 今ＰＲのこういったものが作られるということですけれども、

先ほどのペーパーの中で、合併に対する広告と１００万円の補正

をしました。その具体的な中身について教えていただければと思

います。 

 

 では、お願いします。 

 

 はい。それでは、事務局からご説明させていただきます。 

１００万円の補正でございますが、来年の３月３１日最終日に

なりますが、下野新聞のほうに新しい栃木市を紹介する記事を掲

載いたします。前２回の合併と同様に、合併の前日に予定をして

おったのですが、今回は３月３１日ということで一週間程前です

けれども、その掲載する効果が上がるということで、その日を選
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んで掲載をすることにしてございます。新聞の１枚の上半分とい

うことで掲載をする予定でございます。そのような内容です。 

 

 はい。ありがとうございました。 

 他にございますでしょうか？ 

 はい。渡邊委員。 

 

 先ほど質問すればよかったのですが、気が付かなかったもの

で。先ほどのチラシの中で、岩舟町が合併するとこのようになり

ますというところの一番下に観光客数というのがあるのですね。

工業事業所数とか色々県内順位があって、観光客数が多いという

ことになりますね。これが岩舟が合併しますと、昔江戸時代頃か

ら例幣使街道の岩舟から栃木を抜けているだとか、東山道が岩舟

を通って栃木へ通過したとか、昔からの繋がりがあるわけですよ

ね。岩舟地区におきましても結構建物、村檜神社とかの重文もあ

りますし、円仁の関係とか岩船山の高勝寺の関係とか、結構な文

化財等もたくさんあるのですよ。私も関係するものもあるもので

すから、そのようなことで、合併したらもう少し上を見まして、

栃木市も蔵の街の関係とか色々伝統的な建造物の利用みたいな

ことをやっておられますけれども、合併しましたらいろいろな連

携を含めまして一回見直して、県内５位の順位がもう少し上がる

ように、新しい市になったらご検討いただければと思います。以

上です。 

 

 はい。ありがとうございます。 

 岩舟町さんと合併すると、約１８０万人近く増えるんですね。

計算上ね。結構岩舟町への観光客も多いのだなというふうに思い

ます。そして、県内では５位になる予定だということであります

が、今渡邊委員のほうからご発言がありました、例幣使街道繋が

りというのは、足利、佐野、岩舟、今の栃木、そして鹿沼へと移

ってまいります。これが、道路によって繋がっているという認識

が最近足利市から始まり、鹿沼市まで、結構煮詰まってきており

ますので、そうした広域連携による観光スポットの開発というの

が、俎上にのってきたと思います。そのような繋がりも含めて、

県域全体での観光客入込数の増加を図っていこうという考え方

が出ておりますので、今渡邊委員がおっしゃったようなことは、

正に時宜を得たお考えかなと思いますので、そのような方向を目
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指していきたいと、そのように考えています。 

 他にはいかがでしょうか？ 

 

――― 発言等なし ――― 

 

 よろしいでしょうか？ 

 

――― 「はい。」と言う者の声あり ――― 

 

はい。それでは、以上で全てのご審議、報告事項等が終了しま

したので、事務局のほうにマイクを戻したいと思います。 

 

６．閉会 

 はい。それでは、特になければ会議を閉じさせていただきます。

 ただいまの時間は１０時４８分でございます。この時間を会議

閉会時刻と定めまして、第１３回栃木市・岩舟町合併協議会を閉

会いたします。大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


